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学金融潰要旨

アオイ科個物粘質物の構造研究

友田正司，清水訓子，横井真恵美，嶋田和代

〔第3凹糖質シγポジウム（1980年8月）で講演〕

アオイ科の植物には，根，葉または果実などに，かなり多量の粘質物を合み，糊料，薬用，食

用などの目的に利用されているものがある。それらのうち，代表的な数種の植物粘質物について

は，従来も少なからぬ研究報告が見られるが，同一植物起源の粘質物でも，一致した結果が得ら

れていない例が多L、。我々は，緩和粘滑薬および鎮咳薬に用いられるピロウドアオイ Althaea

ゆcinalisL.の根（アルテア根〉，和紙製造の主糊料として知られ，アルテア根と同様の薬用にも

供されるトロロアオイ Abelmoschusmanihot MEmcus ( =Hibiscus manihot L.）の根， トロロ

アオイとオクラから育成された同様の糊料原植物であるノリアサ Abelmoschusglutinotextilis 

KAGAWAの根，および食用に広く供され，粘質物が血竣増量剤にも用いられたオクラ Abelmos” 

chus esculentus MOENCH (=Hibiscus esculentus L. ; Okra）の未熟果を試料として，それぞれ冷

水による粗抽出物の粘性を代表する物質を精製単離し，それらの主要構造を決定した。

10～11月（オクラは9月初〉に採取した新鮮な試料を室温で水抽出後，エタノール添加により

得た粗抽出物を，アルテア根およびトロロアオイ根の場合には DEAE-SephadexA-25カラムク

ロマトグラフィーにより炭酸アンモニウム溶液で溶出し，精製粘質物（Althaea-mucilageO & 

Abelmoschus-mucilage M）を得た。ノリアサ根およびオクラ果実の場合には， cetyltrimethyl

ammonium bromide溶液を用いた沈殿法により，精製粘質物（Abelmoschus-mucilageG & 

Okra-mucilage F）を単離した。各精製粘質物は， 超遠心， 電気泳動およびゲルクロマトグラ

フィーでそれぞれ単一で、あり， Althaea蜘mucilageOは部分的にアセチノレ化（0.7%）された酸性

多糖であるが，他の三者はし、ずれも酸性多糖とタンパク質の複合体と推定され，タンパク質含有

率は， 16.8%,19.4%, 10.8%で，アミノ酸組成には顕著な差は認められなかった。トロロアオ

イ根とノリアサ根の粘質物にはアセチル基は存在しないが， Okra-mucilageFでは 5.5%のアセ

チル含量が認められた。 TableIに各粘質物の比旋光度，水溶液の極限粘度，分子量，および多糖

部の構成を示すo

Althaea司
mucilage O 
Abelmoschus-
mucilage M 

Abelmoschus由
mucilage G 

Okra-
mucilage F 

Table 1. Properties of the Mucilages and Compositions of 

the Polysaccharide乱1oiety

［α］す ［η］ 

+ 50. 5° 50.0 (in Hρ） 
+ 51. 7。

33.0 (in NH40H) 

+ 53. 3° 52. 8 (in ii20) 

+ 51. 8° 30. 1 
(in NaOH) 

MW  Component Sugars (molar ratios) 

n-Gal: L-Rha: n-CalA: nベ:ilcA
34, 000 ,., (2. 0 : 3. 3 : 3. 0 : 3. 0) 

25, 300 L-Rha : p・悶GalA: n-GlcA (1. 1 : 1. 0 : 1. 0) 

67, 900 L-Rha : Dベ:ialA:n-GlcA (4. O: 3. 9: 3. 0) 

1, 700, 000 n-Gal : L-Rha : n-GalA (1. 0 : 1. 0 : 1. 0) 
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Taylor & Conrad法により得られたカルボキシル還元成績体と，原粘質物を並行的にメチル化

分析を行なった結果， Chartlに示す構造単位の存在が明らかになった。

Chart 1. Component Sugar Residues in the Minimal Repeating Units 

Althaea- (1) (1) (2) (1) (3) (3) 
mucilage O Ga11→→4Gal1→ →2Rha1→ →4Rha1→→4Ca1A1→ GlcA1→ 

Abelmoschus- (1) (1) (1) 
mucilage M →2Rha1→ GalA1→ GlcA1→ 

Abelmoschus- (4) (1) (3) (3) 
mucilage G →2Rha1→ Ga1A1→ →4GalA1→ GlcA1→ 

Okra- (1) (1) (1) (1) (2) 
mucilage F Gal1→ →4Gal1→ →2Rha1→ →4Rha1→ →4Ga1A1→ 

Althaea-mucilage O を酸部分加水分解し， DEAE-Sephadexカラムクロマトグラフィーによ

り成績体を分離して， 5種のオリゴ糖を得た。メチル化分析， NMR，二次的部分加水分解等の結

果から，それらは次の構造を有することが明らかとなった。

αーo-GaIAp-(1→2)-L-Rhaρ /3-o-GlcAρー（1→3)-a-o-GalAp-(1→2)-L-Rhap

αーo-GalAρー（1→2）ーα一L-Rhap-(1→4）ーα司 o-GalAト（1→2）叫－Rhaρ

3 

1 

/3-o-GlcAp 

（

3
↑
1
 
、、J
/3-D司GlcAP

および6糖と同様の繰り返し構造の 9糖と 12糖o

Abelmoschus・－mucilageM & Gからも同じオリゴ糖が部分加水分解成績体として得られたが，

Okra-mucilage Fは同条件下の部分加水分解成績体オリゴ糖として，上記の 2糖のみを生成し

た。アルテア根およびオクラ果実の粘質物は，ガラクトピオース側鎖、をもっと推定されるが，ク

ロム酸々化と NMRでP配置と決定した。
研究対象とした4種の粘質物は，いずれも－（1→4）明α－n-GalAρ－（1→2）ーα－L-Rhap－反復構造の主

鎖を有し， Althaea-mucilageO とAbelmoschus-mucilageM で、は D・

D晴GlcA1分子を結合するが， Abelmoschus-mucilageGの主鎖構成 n-GalA残基中 1/4には分校

は無く， Okra-mucilageFでは n-GlcAは全く存在せず n-GalAはすべて直鎖構成単位となって

いる。一方， Althaea-mucilageOでは L-Rha残基の 1/3,Okra-mucilage FはL-Rha残基の 1/2

の各4位に， n-Galから成る側鎖が結合してし、る。

オクラ果実から主粘質物の単離と構造

友田正司，嶋田和代，斉藤裕子，杉美智子

〔日本薬学会第100年会（1980年4月）で発表〕

（目的〕アオイ科植物粘質物のうち， トロロアオイ根， ビロウドアオイ根，およびノリアサ根
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